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会社概要
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■ 社名： 株式会社ネットワールド

■ 代表取締役社長： 芹澤 朋斉

■ 常務取締役：

■ 上席執行役員：

■ 上席執行役員：

黒川 拓生（営業本部長）

遠藤 孝之（管理本部長）

野村 栄治（SI技術本部長）

■ 執行役員： 平松 健太郎(マーケティング本部長)

■ 資 本 金： 5億85百万円

■ 創業年月日： 1990年8月1日

■ 売 上 高： 1,286億（2023年12月度）

■ 従業員数： 564名（技術本部SEが約25%） 

■ 所在地： 本社            ： 〒101-0051 東京都千代田区神田神保町2-11-15 住友商事神保町ビル

関西支店      ： 〒530-0001 大阪市北区梅田3-3-20 明治安田生命大阪梅田ビル 24F

中部支店      ： 〒450-0003 愛知県名古屋市中村区名駅南1-17-23 ニッタビル10F

九州支店        ：   〒812-0013 福岡市博多区博多駅東 2-6-1 九勧筑紫通ビル 3F

物流センター  ：   〒143-0006 東京都大田区平和島6-5-18(TRC D棟） 

PIC （ﾌﾟﾘ・ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ）： 〒101-0065 東京都千代田区西神田3-8-1千代田ファーストビル東館 2F   

Service & Support
付加価値路線の推進
マルチベンダー環境支援
技術的アドバンテージ

Products
Distyとしての役割
独自商材による差別化

Solution Distributor



リーディングテクノロジーパートナー
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DATACENTER
INFRASTRUCTURE

DATACENTER STORAGE DX INFRASTRUCTUREDATA MANAGEMENT

PUBLIC CLOUD SERVICE

HYBRID CLOUD
INFRASTRUCTURE

SECURITY

MOBILEWORKSPACE
INFRASTRUCTURE

+

+ : exc. of one logo per one company

+

FUNDAMENTAL
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+



デル・テクノロジーズ製品の取り扱い / 資格者に関して
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デル・テクノロジーズ製品の販売体制

5



ネットワールドのDELL Technologies 製品 支援サポート内容
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Live Opticsを活用した仮想化環境リプレース支援(無償)
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検証機のラインナップ

8



検証施設
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Azureの課金にはネットワールドのCSPをご利用ください
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ネットワールドの技術支援サービス
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ネットワールドオリジナル デジタル出前勉強会 好評開催中
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パートナー様向け販促資料（Valore Azure）
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Azure Stack HCI OSの最新バージョンをさわってみた

株式会社ネットワールド
統合基盤技術部 武田 光晴
2024/6/18



免責事項

本資料は検証時のHCI OSビルド(25398.762)を前提として
おります。それ以降のバージョンアップによる機能改善、不具合修
正などは検証としては含んでおりません。

また費用比較も行っておりますが、変更される可能性もあるため

最新の価格についてはDELL様、弊社営業までご相談ください。

資料内のサイジングについては机上レベルでの試算となります。実
際の集約数についてはPOCの実施を強く推奨します。
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AVD for ASH：検証の目的

23H2を構築する際に知っておきたいポイント等を

ご紹介します

GAされたAVD for ASHに関する検証です

16



DELL社 大手町 検証環境

• CPU: 2 x AMD 7543 2.8GHz,32C/64T 
• RAM: 256 GB - 16x 16GB RDIMM
• Capacity Drives: 4x 960GB Mixed Use SSD SAS
• BOSS-S2 2x 240GB SSD SATA
• 1x Broadcom NetXtreme Dual GigabitE Embedded NIC
• 1x Qlogic QL41232HQCU Dual Port 25 GbE Integrated NIC
• 1x Qlogic QL41262HxCU-DE Dual Port 25 GbE SLOT2

R6525

ノードスペック
• CPU: AMD EPYC 7502P 2.5GHz, 32C/64T (180W)
• RAM: 256 GB - 16x 16GB RDIMM
• Capacity Drives: 4x 960GB Mixed Use SSD SAS
• BOSS-S1 2x 240GB SSD SATA
• 1x Broadcom NetXtreme Dual GigabitE Embedded NIC
• 1x Broadcom Adv Dual 25GbE NIC Mezzanine 1
• 1x Qlogic QL41262 Dual Port 10/25 GbE SLOT 3

AX-6515 x ４ノード

SSD SSD SSD SSD

管理系サーバ

HCIノード

1ノードあたり

CPU：1CPU(32コア)

MEM：256GB
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Native AVDとの比較

▪マルチセッションOSの展開および接続検証
▪ Windows 11 Enterprise(マルチセッション)

▪差別化機能および制限事項において以下項目を検証
▪ AVD Insightの利用について

▪ RDP ShortPath(STUN(インターネットまたはローカル接続)の利用について
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22H2と23H2の展開の違い(ちょうざっくりイメージ)

Azure オンプレミス

1.リソースグループなどの準備

2.HCI OSのインストールとADドメイン参加

5.リソースブリッジVMの展開

6.VMイメージ、カスタムネットワークの準備

7.AVDの展開

3.WACを利用したクラスター,vSW,CSVの作成

4.Azure Portalへの登録

22H2

8.Entra Connectによるアカウント同期

1.リソースグループ、権限周りの準備

4.HCI OSのインストール

7.VMイメージ、カスタムネットワークの準備

8.AVDの展開

5.HCI OSをAzure Arcとして登録

3.ADDS上での準備(OU,アカウント,DNSレコード)

2.サーバ側でTPMを有効化

6.クラスター、vSW(ATC),CSVの作成

9.Entra Connectによるアカウント同期

23H2
19



マイクロソフト高添さんが情報発信されています
https://github.com/osamut/AzureStackHCI_23H2_Deploy/

23H2展開手順
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▪ HCI OSのインストールISOは英語版が望ましい(インターフェイス名がダブルバイトだと制限あり)

▪ Network ATCによる展開は必須(オンプレ環境のネットワークは確実に設定および理解しておくこと)

▪ クラスター展開失敗時はHCI OSの初期インストールまで遡るのでオペミス要注意(＋忍耐力)

▪ 22H2と比較してバリデーションチェックが厳格化(ノードのモデル名が同一じゃないとエラーとなる)
※クラスターとして組むためには同一メーカー、同一機種が前提条件に。

▪ TPM(SecureBoot)が必須に。Nested環境で作る際にはハードル高し。。

▪ WACの存在がグレー化。インストールにおいてはWACは不要。 OMEとの連携(HW監視)でのみ必須っぽい。
今後の動向に要注目。

▪ S2Dは展開時の規定値(2WayMirror(2ノード)、3WayMirror(3ノード以上))を予め認識しておく

▪ リソースブリッジはAzure Portalからのクラスター展開時に実施

▪ HCI OSのADドメインへの参加はAzure Portalからのクラスター展開時に実施

▪ リソースブリッジからAzure ARC VMの展開で必要だったDHCPサーバが不要に(22H2との比較)

23H2展開に関する注意事項
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AVD for ASHに関する展開とログインに関して

▪ セッションホストのデプロイ時間

▪ セッションホストへのログイン時間
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検証項目 回数 Native AVD AVD for ASH
(大手町)

セッションホストのデプロイ時間 成功時 約7分半 約40分

セッションホストの展開比較(デプロイ時間)

セッションホスト展開数は「2」で統一。
セッションホスト展開時にドメイン参加も併せて実施。
※AVD for ASHについてはドメイン参加連携が複数回失敗したため、
 成功時のみ記載

展開時間＝Azure Portal上でホストプールタスクの作成～終了までが対象
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Web access

Management

Gateway

Broker Azure AD

Azure AD Sync

セッションホストへのログイン比較

NW 神保町 試験パターン①と②

①Native AVD(神保町からアクセス：STUN(インターネット))
②AVD for ASH(神保町からアクセス：STUN(インターネット))
③AVD for ASH(大手町環境からアクセス：STUN(インターネット))
④AVD for ASH(大手町環境からアクセス：Managed(ローカル))

DELL 大手町 試験パターン③と④
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セッションホストへのログイン比較(ログイン完了までの時間)

ユーザープロファイル配置先(Fslogix連携あり)
Native AVD時：Azure Files
AVD for ASH時：クラスター内のファイルサーバVM

検証項目 回数 ①Native AVD ②AVD for ASH
(神保町からアクセス)

③AVD for ASH
(大手町)

④AVD for ASH
(大手町)

RDP ShortPath設定 - STUN(インターネット) STUN(インターネット) STUN(インターネット) STUN(ローカル)

セッションホストへの
ログイン時間

１回目 50秒 45秒 31秒 32秒

２回目 25秒 31秒 29秒 41秒

３回目 31秒 44秒 38秒 48秒

AVG 35.3秒 40秒 32.7秒 40.3秒

セッションホストへのアクセスは
「プール」方式にて構成
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▪ セッションホストの展開に関してはAVD for ASHはAzure Arc VMとの登録処理などもあり、Native AVDと
比べて6倍程度の時間が掛かることも(展開の仕様が異なるため、単純比較ができない)

▪ ログイン時間に関してはインターネット(ベストエフォート)部分もあるため、単純比較はできないが、ほぼ同程度の
傾向が見られる。
※RDP ShortPathのラウンドトリップ(RTT)についてはSTUN((ローカル)>STUN(インターネット)

▪ STUN(ローカル)についてはラウンドトリップがローカル接続となるため、Azureの東日本リージョン、
西日本リージョンから遠方にある接続サイトにおいてはかなり効果的だと思われる。
※RDP通信帯域でネックとなるGPUやデバイスリダイレクト(スキャナー、プリンター)なんかも期待できそう
※遠隔地にあるCAD on VDI(GPUインスタンス)をNative AVD vs AVD for ASHで比較してみたい。。

▪ AVDに関してはLogin VSI等のベンチマークツールの利用が厳しいため、ワークロードベンチマークの実施は
現状ハードル高し

デプロイやログイン時間に関する考察
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機能試験(AVD for ASHの制限事項(6月18日時点))

検証項目 Native AVD AVD for ASH

Windows 11 Enterprise
(マルチセッション)

〇 〇
※オンプレでも問題無く展開可

AVD Insight 〇 ×
制限事項に記載ある通り、Bookでの展開がエラー

となる

スケーリングプラン 〇 △パブリックプレビュー

Start VM on Connect 〇 △パブリックプレビュー

RDP ShortPath 〇(STUN/TURN) 〇(STUN)
※TURN利用はNG

▪ 神保町オフィスからDELL大手町環境のセッションホストに対してはVPN接続不要でインターネット経由
(RDP ShortPath(STUN))で簡単にアクセスが可能

▪ AVD Insightが利用できないため、セッションホストのパフォーマンスモニタリングは何かしらの作り込みが
必要となる
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▪ セッションホストVMのOSディスクが128GB固定となるため、1物理ノードあたりのセッション集約数を
増やすにはCPU,メモリより内蔵ディスク(SSD)の容量がポイント

▪ 物理CPUと仮想CPUのオーバーコミット率に関しては、ディスク容量の方がネックとなるため、ほぼ無視で
問題なさそう

▪ 物理メモリと仮想メモリのオーバーコミット率に関しては、ディスク容量の方がネックとなるため、ほぼ無視で
問題なさそう

▪ プロファイル保存先となるファイルサーバはセッションホストVMの容量確保を優先とした場合、外部ストレージ
(Windows File ServerやNAS)で準備する方が望ましい

▪ HCI OS自体のイメージバックアップは現仕様で不可(マイクロソフトサポートからの回答)

▪ Azure Arc VMのバックアップをサポートしているバックアップツールを選定すること

▪ OS以上の監視はAzure Monitor、HW監視はサーバメーカーの監視ツール(DELL OME)を併用

サイジングや運用要件に関する考察
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Azure Stack HCI上のOSライセンスについて

BYOLかサブスクリプションの選択が可能。Windows File Server利用時は要検討
https://learn.microsoft.com/ja-jp/azure-stack/hci/manage/vm-activate?tabs=azure-portal 29



AVDにおけるサイジング

今回(AVD for ASH)は

ワークロード(ヘビー)を想定

1 Heavy User辺り=

0.5vCPU,1GB MEM

今回のサイジングとして24vCPU 64GB RAMのVM(インスタンス)サイズを想定するため、
1セッションホストあたり同時セッション数は「48※」を想定
※1vCPUあたり2ユーザー x 24vCPU
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1物理ノード(AX6515)あたりの同時接続セッション数について

AX6515物理ノードあたり セッションホストVMへの割当て上限 備考

物理CPU(32コア) 24vCPU x 4VM=96vCPU オーバーコミット率は1物理コアに対して0.33程度

物理メモリ(256GB) 64GB x 4VM=256GB HCI OSオーバーヘッド(16GB)

物理
SSD(2TB:3WayMirror)

128GB x 4VM=512GB Azure Market Placeのイメージだと最低
128GB構成

1ノードあたりのS2D(3wayMirror)で確保できるCSV容量が2TBで作成され、ノード数＝ボリューム数(メタ
データのオーケストレーション)で推奨されるため、4ノード時は2TB x 4LUN(=ノード数)

1セッションホストあたりの同時セッション数48 x 4セッションホスト = 192セッション (1物理ノードあたり)

4物理ノード時は 192セッション x 4ノード = 768セッション
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参考：価格比較(インスタンスサイズを机上計算)

Native AVD AVD for ASH

セッションホスト
24vCPU,64GB MEM

$1.504/hour
D16as_v4想定
※AX6515がAMD CPUのため

24 vCPU x $0.01=$0.24
※$0.01 per vCPU/hour

Azure Stack HCI OS費用
※AX6515 4ノード構成

- 128 pCPU x $10=$1280
※$10 per pCPU/month

プロファイルストレージ Azure Files or ANF Windows File Server or NAS

バックアップ ACG(イメージバックアップ) ローカルディスクでのテンプレート化

HW費用 - 別途必要

ランニングコスト
(ラック、電気代、運用管理)

- 別途必要

AVD利用時のライセンス ・Microsoft 365 E3 / E5 / A3 / A5 / F3 / Business Premium
・Windows E3 / E5 / A3 / A5
・RDS-SA CAL(セッションホストがWindows Serverの場合)
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768セッションの月額利用料金(想定)

HCI OS費用 1セッションホスト
(48セッション)

16セッションホスト時
(768セッション)

Total
(768セッション)

Native AVD $0 $1.504 x 160 hour = 
$240.64

$240.64 x 16 = $3850.24 $3850.24

AVD for ASH $1280 $0.24 x 160 hour = $38.4 $38.4 x 16 = $614.4 $1894.4

接続(業務)時間は160時間(月間)と想定
AVD for ASHについては上記の金額に加えて、ハードウェア費用＋ランニングコスト
(電気代、ラック代、人件費)などが別途必要

※セッションホストVMがvCPU課金(時間)となるため、業務外の時間帯におけるセッションホストVMの
 電源管理(起動・停止)はスケーリングプランなどを利用すること！
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＊記載されている会社名および製品名、ロゴは各社の商標または登録商標です。

株式会社ネットワールド

https://www.networld.co.jp/
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